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① 『耐

② 『旅客船ターミナル』

の整備目的

劉路港申地異

平成5年(1993年)

釧路沖地震

東港区北埠頂岸壁
岸壁､エプロンの崩壌

平成6年(1994年)

北海道東方沖地震

兼港区制港地区-7.5m岸垂
エプロンの沈下､崩壊

平成15年(2003年)

十勝沖地震

東港区制港地区-7.0m岸壁
エプロンの沈下､舶壌
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釧 昼 型 域 卑 些 畏 弊 害 履 歴

地 震 規 模 M7.8(釧路市 震度6)■■ M8.1(釧路市 震度6) M8.0(釧路市 震度5強)

被 害 範 囲 釧路､十勝支庁管内を中心に北海道99市町村及び雷森県の一部 根室支庁管内を中心とした地域に大きな被害 北海道東部 ､南部及び東北地方北部に大きな被害

道内の被害額 530億円 573億円 263億円

(うち､釧路支庁) (410億円) (150億円) (75億円)

道内の人的被害(うち､釧路支庁) 死者 1名(1名) 0名(o名) 0名(o名)行方不明者 0名(0名) 0名(o名) 2名(2名)

重軽傷者 927名(708名) 436名(165名) 847名(309名)

道内の住宅被害(うち､釧路支庁) 全壊 44棟(44棟) 61棟(23棟) 116棟(3棟)半壊 ■155棟(133棟) 348棟(46棟) 368棟(254棟)

◇釧路港から門真に向けて､牛乳1bJlツクに換算して1億5700万本分､韓日43万本分の生乳が

日々供給されています｡

◇東北海道からの本州向け生乳のうち6割を､釧路港の定期航路により輸送しています｡

東北海道の酪農業

1Aバック43万本分の生乳
関東の乳製品工場

1

毎日運航のRORO船定期航路による安

定輸送

(年間350隻以上)

出A H18年乱れt鼻紋ff(A林水生牛)(tk用向け生乳処tJtlに対し､戟用牛tg)生塵tは0.892)

■内閣府 F地震調査研究推進本部 地震調査委員会』は､ ｢全国を概観した
地震動予測地図 報告霊 ｣ において海11型地震の発生領域の評価を行って
おり､その中で長期的な地震発生確率の評価を実施している｡
⇒大規模地声が発生する可能性が高い⇒大規模地最へ の 対応が必要

資料:地震調査研究推進本部ホームページより作成 (http//www.jishin.go.jp)

■■

◇全回の約1割､650万世帯の嶋続分に相当する新聞用紙が､綱路港を通

じて供給されています｡

新聞用紙､ダンボ-ル原紙など

画内:関東､関西､中部へ

出A ホqI用線の全B性 ▲JL二日本書MiB会HP

新聞用紙の生産シェア
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命と健康を支える役割-袈薬.飲料産#

慣本の点濠製剤が綱路港を通じて､
全F)の鋼杭･愚書のもとへ届けられています.

◇年同約1.5tl
通じて､貫目

L遼 遠コ し_壇 ｣

匿 -
全国の病院･患者

のもとへ

コンテナ船やRORO船
定期航路による安定輸送 東日本一円へ

写A擾供:大社*A(檎)小姑工場
出A企暮ヒアリングより■83834事♯折JAt+

2.北海道のみなと観光振興の視点
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『耐震』の目的

･地域の基幹産業を支えるため !

･命と健康を支えるため !

暮緊急物資の受け入れ拠点 !

北海道の自然公園は国立公園は6か所 (全国は29か所)､国
定公園は5か所 (全国は56か所)､道立自然公園は12か所
が指3
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団塊世代が平成 19年以降に60代を迎え､退職後の旅行需要
が期待されている中で､ ｢退職記念旅行｣ は50%強が予定し

ており､行きたい方面として､ヨ㌻ロツパに次いで北海道と答
えた人が多い｡

｢退職記念旅行｣で行きたい方面(複数回答)※JTB r60歳以降の仕事と旅行に関する偶壬｣(H19･3)

ヨーロッパ

北海道

ハワイ

沖縄

オーストラリア･ニューゾーラント◆

九州

北米

京都･奈良

東北

東南アジア

0 5 10 15 20 25 30 35

訪日外国人来道客数は､近年､大幅に増加 (平成 18年度 :5
9万人､平成 10年度の約3.5倍)｡地域別に見ると､●ァジア
が多く､約9割を占める｡特に台湾は､全体の約5割を占め､
増加傾向｡人 590,650800.000

■台湾 回香 渚

口韓 国 口オセアニア
口中国 口シンガポール
□北米 囲ロシア

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005

来 道 外 国 人 旅 行 者 数 (実 人 数 )の 推 移

出^ *斗1織許鵡t光のくにづくL)KiLJL･**暮鞍光入込審暮I暮■告●
2006年度

北海道の観光入込客数は､4909万人 (うち外国人観光客は
59万人)となっており､平成 14年度以降､総数では低迷し

ているが､東アジアやオース トラリアなどからの外国人観光客
は順調に増加している｡ `

北海道観光入込客数の推移(実人数)

万人

6.0005,0004.0003.0002.0001,0000 5.009 4.939 4.839 4_813 4.909

∴

l I I l

訪日外国人来遺書の推移(実人数)

万人

706050403020100 59

51

43

28 29
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H14 日15 H16 H17 H18

※平成 18年度 北海道観光客入込客数偶査報告書

13

港が所在する小樽､函館､釧路へ
の観光入込客数は道内ランキング
上位に位置づけられている｡
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※北海道開発局調べ

世界遺産知床 . `
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′ ※表の色付は港湾所在市町村

※平成 18年度 北海道叔光入込客数調査報告暮

順位 市町村名 入込客数 前年度比

1 札幌市(定山渓除く) 1.167万人 104.9%

2 小嶋市 . 770万人 101.8%ー

3 旭川市 698万人 123.6%

4 .曹韓市 486万人 100.4%

5 千歳市 430万人 99.0%

令鋼鶴布 398万人 98.1%

7 洞爺湖市 321万人 77.9%

8 登刺市 309万人 100.5%

9 喜茂別市 299万人 95.4%

10 帯広市 259万人 107.5%

ll 上川町 256万人 100.7%

12 札幌市(定山渓) 244万人 110.9%

13 吉良野市 211万人 101.8%

14 七坂町 209万人 101.0%

15 砂川市 197万人 141.9%

1.6 白雪町 . 189万人 102.2%

17 壮瞥町 176万人 97.8%

18 石狩市 173万人 99.5%

19 伊達市 170万人 97.4%



北.～海道観光産業の経一済波及効果

北海道における観光は､食にかかわる産業を始め他の産業分野
の雇用を創出する等波及効果が大きい｡

道内経済に占める観光消費による摩済効果の大きさ (｢道内総
生産｣に占める ｢観光消費により道内各産業に誘発された所
得｣の割合)をみると､約6%｡

道内経済に占める観光消費による経済効果の大きさ

平成15年度 観光消費による 前回調査時の
道内総生産(GDP) 所得形成効果 対道内総生産比 対道内総生産比

注)平成15年度道内総生産は ｢平成15年度道民経済計算年幸BJ (平成17年12月公表)の数値｡

参考)平成15年度道内総生産(名目)19兆6775億円

うち農業 4895億円(構成比2.5%)

製造業 1兆9246億円(練成比9.8%)

建設業 1兆7854億円(柵成比9.1%)
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個々の観光地はポテンシャルが高いため､互いの連携による相乗
効果が期待される｡

観光交流空間形成のためのポイント

① ｢みなと｣ と ｢みなと｣の連携
クルーズ船､フェリー等による ｢みなと｣から ｢みな
と｣への観光客の呼び込み

② ｢みなと｣と ｢陸｣の連携
周辺の ｢陸｣側観光地から ｢みなと｣への観光客の呼び

込み

③ 本州やロシア等との連携
青森函館間の高速フェリーを活用した本州からの観光客
の呼び込みや､クルーズ船､フェリー等を活用したロシ
ア等からの観光客の呼び込み 18

平成 18年のクルーズ船入港実績は平成 17年と比べて約4割
増の67回 (うち外航船25回､内航船42回)となっ七いる｡
■■■●■■■●●■■■■■■■■■■●●●■■■●■■■■■●●■●●●●■■■■●●■■●●■■●●■■■■■●■●■●■●●■■■ヽ

…1)北海道クルーズ振興協議会における …

●

妻取り組み …

■●■

…北海道開発局､運輸局､港湾管理者､ …

董港湾振興会､民間事業者等からなる 萱
巨北海道クルーズ振興協議会｣において､蔓
…道内港を起点としたフライ&クルーズの …
…実現､シンポジウムなどの具体的なプロ 童

｢

岩 岳 ･- _ - -5 7 当 岳 岳

.貞一】

モーション活動の推進､寄港促進に有 : 70

効なキーパーソンの招致などを行って ; 60

:.いる｡(H15-)tt●■■■●●■●■●■●●■■●■●■●■■●■■■■●■■●■●●●●●■●■■●●●■■●■■■■●■●■■■●■■■■● 0

0
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)

I____I

函館港 小樽港 釧路港 北海道全体

クルーズ船入港実績 17

※北海道開発局港湾計画課調べ

●■

北海道の港を起点港とし､飛行機で道内へ来訪した観光客をク
ルーズ客船で効率的に道内有数の観光地を巡る 『飛んでクルー

を平成 18年に引き続き実施し､約 1500人が参
加｡ (商船三井客船とJTB北海道の共同企画｡北海道クルー
ズ振興協議会のバックアップ｡)

平成19年は前年より運航回数と運航期間を拡大して8月下旬から9月中旬までのFp削こ

網走謬 !,･Ar'LL'1■ ′

につぽん丸

｢飛んでクルーズ北海道｣のポイン ト

･公共交通機関や貸 し切 りバスでは不可能な魅力的ルー

ティングを実現

･ピークシーズンのホテルとして利用

･2泊3日の日程で､港町 ･小樽､海の幸満載の利尻 ･礼

文､世界遺産 ･知珠を船上からの絶景も含めて楽 しむ

ことができる

･廉価なクルーズ代金の設定により参加 しやすいクJ圭｢
ズの実現 (5日間､ 6万6千円～47万2千円)



② .rみなと｣●と r陸地｣の連携

周辺には有名な観光地が多く存在し､これらと連携することで
周辺の港への来訪も期待できる｡
4PltJIfl+JrrtPrP+JtJIAel+4rtJtltttqLtttt+ttA+I+4+fL+4LJJ+JArttlfftJfltrJt4+14+ftt+fJtftLJltJIftJQTt++JJIJftLJYtJTJtAVTL+V44+tL+ft4++tLttAJ4tJtOtb+Yt4YrlIOflAJ～
;･ ニセコに訪れるオース トラリア人観光客は約73, 000人 (H17)■■
i. 世界遺産の知床には､冬季入込客数が100万人超 (H17)■■

巨 日本最大の湿原である釧路湿原は観光地としても有名●●●
…･ 2008年7月の北海道洞爺湖サミットの会場となるホテルには､サミット会場

… 決定後から多くの観光客らが詰めかけて混雑するなど､サミット効果が期待され
董 ている｡●■●■■■●●●●●■■■■●●▼■●■●●●●●■■●■■●●■■●●■●●●■●●■●●●●●●●■■●tt■■■■●■一■■▼■■tt■●●■●●▼●■●t●●●■●●■●●●■●●●■■●●●●●●■●●t●●■t■●●■■●■■●●●■●■■■■■■●●●●●■■●●●■●●■●■●■■●●■●■

ニセコ山系 世界遺産 知沫 日本最大の湿原

(ニセコ､小樽港) (知珠､網走港)
釧路湿原

(釧路､釧路港)

2008年サミット会場
洞爺湖

(室臥 室蘭港)20

稚内～コルサコフ間にフェリー定期航路が就航しており､平成

18年度の乗降人数は過去最高となっている｡
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H12 日13 日14 日15 日16 日17 日18

稚内～コルサコフ定期フェリーの旅客推移 ※5月～10月のみ運行

※北海道開発局港湾計画辞調べ

平成 19年9月に青森～函館間の高速フェリーが就航し､所要
時間が従来の3時間40分から1時間45分に短縮され､二都
市の交流が活発化しており､本州とのさらなる観光面での連携
強化が必要｡
'平成
18年
貰 (糊バス7月

盛
岡
駅

人
70,000

如シー趨 … 60･000I
号 一二 〇ト粛J･･,ナツチャンRo,0 50.000

≡ .ヨ軍

平成19年9月
フェリーターミナノレへの集り入れ開始

高速バス
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青森～函館間フェリーの旅客
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日本の主なクルーズ船





背後圏に北海道特有の観光資源がある函館港､釧
路港､小樽港での寄港実績が多い｡

3.釧路港 におけるクルーズ観光振興

28

釧路港を拠点に､国立公園｢釧路湿原｣､｢阿寒｣

の雄大な自然や特別天然記念物｢丹頂｣､｢阿寒
湖のマリモ｣等魅力ある地域資源を楽しむクルー
ズ観光が増加｡
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釧路に寄港するクルーズ船は､倉庫群が立地する

中央埠頭の岸壁(水深-10m)を利用せざる得な

い状況｡⇒新ターミナルの整備が必要

釧路港末港区

∫

〔頭重〕監

:室 や _
漁船と旅客船の轄摸

物 流 と観 光 交 流 の 頼 操 船 上 デッキからの眺望
く倉庫の屋根が見える)



○事 業 名 :釧路港東港区耐震･旅客船ターミナル

○事業の目的:

近年の釧路港におけるクルージング需要の増加に対応した旅客船ターミナルを整備し､隣接
する観光交流施設と一体的な賑わい空間を創出することで､釧路地域の観光t交流活動を推

進するものである｡また､本ターミナルは耐震機能も兼ね備えており､災害時には臨海部防災
拠点として災害復旧活動を支援することで､釧路地域 26万人のくらしや産業活動を支えるこ
とを目的としている｡

○整備内容:

岸壁(-9.0m)(改良)(耐震)1パース(310m)､泊地(-9.0m)12.4ha､港湾施設用地1.Oha､

緑地､道路

耐震･旅客船ターミナル位置図 標 準 断 面 図

クルーズ船が釧路港に1回入港すると1-2千万円の経済効果

クルーズ船が入港すると､乗客や乗員の飲食､買い物を始め､オプショナル
ツアー､入出港に伴う詩経責など､地域経済に効果｡

飛JLH-2,245万円 はしふいつくぴいなす-1′100万円

･飛AⅡは､日帰り停泊パターンでの効果を推計

･ぱしふいつくぴぃなすは､1泊2日停泊バターンでの効果を推計

′ヽ■上妃の数字は､集客による飲食､土産物等の消費､乗員による消費をアンケ-ト等を基に推

○対象船舶
通常時 災害時

緊急物資輸送 一般貨物輸送
船種 旅客船 貨物船2隻 RORO船
トン数 50.000GT 5.000DWT 13.000GT
全長 248m 109m 161m
全幅 32.3m 16.8m 26.6m

○想定地震:震度6弱程度に対応

マrニチユートー(M)

1993年釧路沖地震 7.8

根室沖.釧路沖の 8.3

十勝沖.釧路沖の 8.2

○イメージパース図

常時の利用 t, _

言tT 示 h･t => '~~L
.-･-.一一･Lェ1- -

〟 災害時の利用

翻 し1}-

長崎港並にクルーズ船入港隻数が増えると
その効果は10億円以上

旅客船誘 致の取組が実り､入港隻 数が増加すると､さまざまな産業へ効果

が波 及｡
70

10

50

10

30

20

100

i 旅客船入港実績推移
トO-鍋紘-■-長峰 63

44 443731 3

20 17
1 3

H1213 14 15 11 17 18188

溌tX:dI土文1書九N地方暮●J>A■**･皇*JlJ事書析rpよt)

※経沫波及効果は､釧路港のH19入港実績､及びhk客船集客､集組JLへのアンケート

に基づき推計したtl棲効果を､平成10年北海道内地域間産業連関表(鯛路.枚立地

Jt嶋濃並みに簡裁かJ*功すると･･･

経済波及効集

2.3鷹円

経 済 波 及 効 果10.3億 円

■★*AhJtの主8*AA

1 2 ) ▲ll■Pl
EIt仙 JLPlJtJtJLOl九■▲

tt*劫Jt:*ベ-ジに示したiN*.宕Aや暮●書のtL人の■.ここでは.九AⅡの事dJ.LJJLAやJt書●書を
Bたし､平JA1〇年の入*した廿それぞれについてtAや大書さを暮に書JF.7t軒してい*す.

1次よ及:暮暮Jl入井に件うSIJL藩Aやt+■の収入に必事なモノやサービスt市内でJ*入する■



みなとまちづくりにおける新たな担い手
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4.耐震･旅客船ターミナル完成に向けた

取り組み ･斗

①釧路港(釧路エリア)をいかに

魅力的なみなと.寄港地にするか

②通常時(普段)いかに利活用するか

(賑わい空間の創申)

③市民と共有する施設への育み

耐震.旅客船ターミナルの刺 を考え る 会

まちづくりに貢献している市民団体等と､ ク ル ー ズ

船寄港時､地震発災時におけるターミナ ル の 利 用

について膝詰めの議論を展開 中 ｡
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検肘会の開催状況
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みなとにおけるにぎわい空間の創出については､行政による施設の
整備･管理･運営から､市民､企業と行政が連携した施設の整備･管
理･運営へ移行していくことが望まれる｡

○ みなとに係わる役割

物流･産業関連施設の整備･管理

I
tu
Ill

現状の

i些 旦 ｣ 国･港湾管理者 k-a-iu-,
サポート 市町村等

○ 理想的な"新たな担い手"としての協働イメージ

にぎわい空間の創出

実施主体

サポート

NPO､地域住民

国･港湾管理者､市町村

氏 名 所 属

鯨田 義彦 (補木 忠行) (社)釧路観光協会

金子 ゆかり 北海道建築士会釧路支部

側 千文 賑わいのみなとまちづくり藩政会

永田 教子 NPO法人浪花町十六番倉庫

松井 聖治 (社)釧路雷年会議所

宮田 鼻利 まちとくらしネットワークフォーラム

村井 清二 (梶山 照秋) 釧路運輸支局

菊池 政幸 釧路市総務部総務陳

海老名 正一 釧路市消防本部

壇 博文 釧路市経済部観光振典圭

繋本 性 (上田 雅春) 釧路市土木港湾部

根本 任宏 (矢本 欽也) 釧路開発建設部築港課

(昨年如 メン′(-) 検 討 会 の 趣 旨 (抑 略)

*耐震･旅客船ターミナルの効率的･効果的な利用を実現するため､
ハード･ソフト(演出)の具備条件を検討

1

･利用コンセプト､利用形態を具体化
･賑わい空間の創出や中心市街地の活性化による地域振興を図る 39



｣ 中心市街地の活性唯 に 繋 げ る 導 線 の 確 保
l
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耐果.旅客船タ-ミナルのCG

ナルの利活用策の検討

七夕イベント(夏)

企業対抗綱引き大会

--イ仁 一.平 凡

写生会の開催

デッキでの歓送迎イベント

かまくらとアイスキャンドル(冬)

ステージでのライブ

41

耐震.旅客船ターミナルのCG

43



耐黒.旅客船ターミナルのCG

◆J

長崎港 大船渡港 青森港 その他港湾

写真 ･1【表芦急 ■ -ヽ r ~~~｢-■＼ゝ､

戟 ･地元の食材の提供 ･旅客船寄港時には､地元寿司組 ･小学校による和太鼓､ねぶた ･小学生が海岸 (港ではなく)

-地元文化の舞踊の披露 合が考表したr飛鳥井｣(三陸海鮮 ぱやしグラスバン ドによる放送 からハンカチを振る送迎(舞
･小中高生ブラスバンドの演奏 ちらし寿司)を振舞ったり､飛鳥大 過 鶴)

逮過時 ･市の消防艇の出迎え テント村(飛鳥ポスター展示､飛鳥 ･NPO法人や地元商店街による食 ･地元産晶の物産展､即売会

パンフレットの配布､飛鳥グッズ 材や工芸品の即売会 (函館 .舞鶴 .小松島)

の販売) ･海上保安部の船による放水で ･阿波触り(小松島)､いか師

･物産展示即売会､写生会､奴光 の出迎え り (函館)

の 案内所閉殻 ･ブラスバン ド､和大黄､よ

お ･日本酒の駄飲､海産物炭火鹿群 さこい等によるア トラクシヨ

もてなし 食コーナー･小学生ア トラクション市内の小学校5枚でヨサコイ､合唱､ブラスバンドによる出し物 ンによる軟送迎(函館 .舞鶴･小松島)

ソ ･ r長崎さるく｣と組み合わせた ･漁師さんとのふれあいツアー. ･乗客-パンフレットを配布 ･ ｢はこだてクルーズサポー

ツアー(団体型でない長繊 光の 漁師と乗客がウニ等の魚介類をと ･外国からの客船の寄港時に杜 クークラブ｣が､軟送迎や観

普及が日的.長崎の名所や古くか り一緒に桝理をして食べたり､漁 外国椿が辞せるボランティアに 光案内を実施.同団体は､肝

らの路地や町並みを我光する方の 船で並果(民PIによる企画) よる案内 や広報蛙で井典 して市民中心

ために便利な地図やお得な入妨券 ･大船凍市では市長が7月22日を r ･青森市やNpo法人が船杜に売 り の団体であり､会見には限定

フト のセット等を用意. ｢さるく｣は 飛 の日｣に制定(飛 ⅠⅠの国内の 込み 見 会､運 会 からのツ
ぶらぶらと歩くことを意味す 横浜-大船渡-横浜航路は､乗客 ア-情報の提供(函館)

る｡) が最も楽 しみにしているルー トのl ･主婦が地元の美味しい店を

面 ･日常の生活を垣間見られる路地 つであり､大船渡で市民の大歓迎 紹介するツアーをせ棄 (函館)

で 碁ツアーなど46本の市内散策コ- を受けるため常にこのクルーズは ･リピーターが増えてお り､

の ス､ うち33本はガイ ド付きコース 完売.) 観光名所案内だけでなく市民

敬組 ･外国辞で最低限の案内のできる ･アスカふれあいスポーツ､アス と触れ合える市内観光案内の
ガイ ドの育成. (主に留学生) カふれあいカノレチャー､アスカふ 充実を考えている(舞曲 .′ト

･商店の看板に外国陣を入れても れあいマーケット等市民とふれあ 松島)

らう う企画を提案 ･NPO法人やボランティアに

･長崎 らしい､港､平和､開国か ※市役所が毎年ボランティアを券 よる案内(外国人にも珂抄(

北海遭くしろ蝦夷太鼓保存会

ヒー トボイス

よしの幼稚園

ぱしふいつくぴいなす お見送り
45

クルーズ船の釧路港入港予定 (H20)

入出入港日入井■rI)港日時出港日出桝 Pll■日 船名 遵Pt看 船籍 航路 総一.J敵(G/T) 憂さ(∩) 鵬 ftJl店 利用鱒義 線行代■店

6/2310:00 6′2318:00 月 ふ じ 丸 日本fトトかトス● 日本 広A～石義一創紘一石嶋-神戸 23.235 167.00 三ツ■遍嶋 中央埠壇3号 石●信金

集責 象走 NARINASVETAEVA ALrOr一Expdlti○化 E)I/T 鵬 一瞥義一クリルーペトロパブE)フスク

79:00 7乃217:00 火 飛 鳥 Ⅱ 難船クルーズ 日本 柵浜-●勝一大船渡-撫浜 50.142 241.00三ツ●Ⅰ輪 中央堆積3号 伯主クトス●)

9′98:00 9/1019:00 火/水 ぱしふいつくぴいなす El本クJレ-ズ客船 日本 横浜-飢路-南濃一億濃 26.51B 183.40三ツ■遍● 中央埠環3号 伯圭クAIス◆)

9/178:00 9′ー717:00 水 飛 鳥 Ⅱ 郵船クルーズ 日本 穐浜-釧路-雷館 50.142 2引.00 =ツ嶋嘉■ 中央埠璃3号 JTE3暮日本

PPS8:00 9々31○:30火.初 飛 鳥 Ⅱ 卦船クルーズ 日本 宮古-釧路-曾古 50.142 241.00 三ツ嶋1輪 中央嶋3号 カウトクトラJtん

9月68:00 9々6T9:30 食 飛 鳥 d 郵船クルーズ 日本 雷轟-ql路-雷養 50.142 241.00 =.輪榊 中央壌璃3号 貫JL日*杜

ーツ

⊂二二コ は･未確定 N BS
47



今 年 度 の 取 り 組 み

供用開始は平成23年の予定

今から出来ること?

1

寄港時の『おもてなし』の取り組み(練習)

1

9/23入港の｢飛鳥Ⅱ｣で実施

1

実行委員会の立ち上げ

1

皆様の参加はWELCOME!!

ドT二二F F

ご静聴ありがとうございました

｣- 今年度の取り組みの問い合わせ先

釧路開発建設部

築港課 根本､松本 TEL24-7000(内3361)

釧路開発建設部 釧路港湾事務所

第1工事課 飯田､石山 TEL51-4381

釧路市港湾空港部

港湾計画課 岸本､伴 TEL53-3374
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